
目
次
中
「
第
二
節

行
為
能
力
（
第
四
条

第
二
十
一
条
）

第
三
節

住
所
（
第
二
十
二
条

第
二
十
四
条
）

第
四
節

不
在
者
の
財
産
の
管
理
及
び
失
踪そ
う

の
宣
告
（
第
二
十
五
条

第
三
十
二
条
）

第
五
節

同
時
死
亡
の
推
定
（
第
三
十
二
条
の
二
）

」を
「
第
二
節

意

第
三
節

行

第
四
節

住

第
五
節

不

第
六
節

同

思
能
力
（
第
三
条
の
二
）

為
能
力
（
第
四
条

第
二
十
一
条
）

所
（
第
二
十
二
条

第
二
十
四
条
）

在
者
の
財
産
の
管
理
及
び
失
踪
の
宣
告
（
第
二
十
五
条

第
三
十
二
条
）

時
死
亡
の
推
定
（
第
三
十
二
条
の
二
）

」 に
、「
第
百
七
十
四
条
の
二
」
を
「
第
百
七
十

四
条
」
に
、「
第
四
百
二
十
二
条
」
を
「
第
四
百
二
十
二
条
の
二
」
に
、「
第
二
款

債
権
者
代
位
権
及
び
詐
害
行
為
取
消

権
（
第
四
百
二
十
三
条

第
四
百
二
十
六
条
）」を

「
第
二
款

債
権
者
代
位
権
（
第
四
百
二
十
三
条

第
四
百
二
十
三

第
三
款

詐
害
行
為
取
消
権

第
一
目

詐
害
行
為
取
消
権
の
要
件
（
第
四
百
二
十
四
条

第

第
二
目

詐
害
行
為
取
消
権
の
行
使
の
方
法
等
（
第
四
百
二
十

第
三
目

詐
害
行
為
取
消
権
の
行
使
の
効
果
（
第
四
百
二
十
五

第
四
目

詐
害
行
為
取
消
権
の
期
間
の
制
限
（
第
四
百
二
十
六

条
の
七
）

四
百
二
十
四
条
の
五
）

四
条
の
六

第
四
百
二
十
四
条
の
九
）

条

第
四
百
二
十
五
条
の
四
）

条
）

」 に
、「
第
三
款

連
帯
債
務
（
第
四
百
三
十
二
条

第
四
百
四
十
五
条
）

第
四
款

保
証
債
務

第
一
目

総
則
（
第
四
百
四
十
六
条

第
四
百
六
十
五
条
）

第
二
目

貸
金
等
根
保
証
契
約
（
第
四
百
六
十
五
条
の
二

第
四
百
六

十
五
条
の
五
）」を

「
第
三
款

連
帯
債
権
（
第
四
百
三
十
二
条

第
四
百
三
十
五
条
の
二
）

第
四
款

連
帯
債
務
（
第
四
百
三
十
六
条

第
四
百
四
十
五
条
）

第
五
款

保
証
債
務

第
一
目

総
則
（
第
四
百
四
十
六
条

第
四
百
六
十
五
条
）

第
二
目

個
人
根
保
証
契
約
（
第
四
百
六
十
五
条
の
二

第
四
百
六
十
五
条
の
五
）

第
三
目

事
業
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
の
保
証
契
約
の
特
則
（
第
四
百
六
十
五
条
の
六

第
四

百
六
十
五
条
の
十
）」 に

、「
第
四
百
七
十
三
条
」
を
「
第
四
百
六
十
九
条
」
に
、「
第
五
節

債
権
の
消
滅
」
を
「
第
五
節
第
一
第
二

第
六
節

款

併
存
的
債
務
引
受
（
第
四
百
七
十
条
・
第
四
百
七
十
一
条
）

款

免
責
的
債
務
引
受
（
第
四
百
七
十
二
条

第
四
百
七
十
二
条
の
四
）

債
権
の
消
滅

」に
、「
第
四
百
七
十
四
条
」
を
「
第
四
百
七
十

三
条
」
に
、「
第
五
百
十
二
条
」
を
「
第
五
百
十
二
条
の
二
」
に
、「

第
五
款

混
同
（
第
五
百
二
十
条
）」を

「

第
五

第
七
節
第
一
第
二
第
三
第
四

款

混
同
（
第
五
百
二
十
条
）

有
価
証
券

款

指
図
証
券
（
第
五
百
二
十
条
の
二

第
五
百
二
十
条
の
十
二
）

款

記
名
式
所
持
人
払
証
券
（
第
五
百
二
十
条
の
十
三

第
五
百
二
十
条
の
十
八
）

款

そ
の
他
の
記
名
証
券
（
第
五
百
二
十
条
の
十
九
）

款

無
記
名
証
券
（
第
五
百
二
十
条
の
二
十
）

」 に
、「
第
三
款

契
約
の
解
除
（
第

五
百
四
十
条

第
五
百
四
十
八
条
）」を
「
第
三
款

契
約
上
の
地
位
の
移
転
（
第
五
百
三
十
九
条
の
二
）

第
四
款

契
約
の
解
除
（
第
五
百
四
十
条

第
五
百
四
十
八
条
）

第
五
款

定
型
約
款
（
第
五
百
四
十
八
条
の
二

第
五
百
四
十
八
条
の
四
）」

に
、「
第
三
款

賃
貸
借
の
終
了
（
第
六
百
十
七
条

第
六
百
二
十
二
条
）」を
「
第
三
款

賃
貸
借
の
終
了
（
第
六
百
十

第
四
款

敷
金
（
第
六
百
二
十
二
条
の

六
条
の
二

第
六
百
二
十
二
条
）

二
）

」に
、「
第
七
百
二
十
四
条
」
を
「
第
七
百
二
十
四
条
の
二
」
に
改
め
る
。

債
務
の
引
受
け

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
一
編
第
二
章
第
五
節
を
同
章
第
六
節
と
す
る
。

第
一
編
第
二
章
第
四
節
の
節
名
中
「
失
踪そ
う

」
を
「
失
踪
」
に
改
め
、
同
節
を
同
章
第
五
節
と
し
、
同
章
第
三
節
を
同

章
第
四
節
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

前
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
制
限
行
為
能
力
者
（
未
成
年
者
、
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
及
び
第
十
七
条
第
一

項
の
審
判
を
受
け
た
被
補
助
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
法
定
代
理
人
と
し
て
す
る
こ
と
。

第
二
十
条
第
一
項
中「（
未
成
年
者
、
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
及
び
第
十
七
条
第
一
項
の
審
判
を
受
け
た
被
補
助

人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
一
編
第
二
章
中
第
二
節
を
第
三
節
と
し
、
第
一
節
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
二
節

意
思
能
力

第
三
条
の
二

法
律
行
為
の
当
事
者
が
意
思
表
示
を
し
た
時
に
意
思
能
力
を
有
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
法
律
行
為

は
、
無
効
と
す
る
。

第
八
十
六
条
第
三
項
を
削
る
。

第
九
十
条
中
「
事
項
を
目
的
と
す
る
」
を
削
る
。

第
九
十
三
条
た
だ
し
書
中
「
表
意
者
の
真
意
」
を
「
そ
の
意
思
表
示
が
表
意
者
の
真
意
で
は
な
い
こ
と
」
に
改
め
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
意
思
表
示
の
無
効
は
、
善
意
の
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
九
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
錯
誤
）

第
九
十
五
条

意
思
表
示
は
、
次
に
掲
げ
る
錯
誤
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
錯
誤
が
法
律
行
為
の
目
的
及
び
取

引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

意
思
表
示
に
対
応
す
る
意
思
を
欠
く
錯
誤

二

表
意
者
が
法
律
行
為
の
基
礎
と
し
た
事
情
に
つ
い
て
の
そ
の
認
識
が
真
実
に
反
す
る
錯
誤

２

前
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
意
思
表
示
の
取
消
し
は
、
そ
の
事
情
が
法
律
行
為
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
表

示
さ
れ
て
い
た
と
き
に
限
り
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
九
年
六
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
四
十
四
号

民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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